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道路関連
FSフォーム

マスマス整流ます
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1.1000mm×1500mmの範囲内で自由にサイズ設定が可
能です。

2.M10インサート、W3/8インサート双方に対応します。

3.コンクリート打設面は樹脂繊維で表面処理し、コンクリー
トとの高付着性を実現しました。

4.現場でのカッティングが可能なため、自在な型枠構築が
可能です。

●特長

FSフォーム〈FRC製フリーサイズ埋設型枠〉

製品イメージ

KCスタンドフォームの進化系。インサート対応とフリーサイズ対応で
活用の幅が広がりました。

FRCNEW 受注
生産

採用事例

首都高速道路壁高欄の新設工事

狭小箇所でのエレベータ基礎工

■正面図■断面図

■背面図■断面図

■パネル固定詳細図

※ズレ止め金具は生コン打設後取り外し

マスマス整流ます〈FRP製跳水抑制法面排水桝〉
ゲリラ豪雨等による法面小段集水桝の跳水や
溢水を防止し、法面崩壊を防ぐための製品です。

基本形状図

形状・寸法
重量表

排水実験

●特長

1.本製品を設置することで排水能力を向上します。

2.溢水防止、跳水防止
既設の集水桝の蓋としても機能し、溢水を防止します。また、「マス
マス整流ます」が水勢を減じる構造となっており、桝部での跳ね上
がりを防止します。

3.施工性
既設の集水桝の上にアンカーで固定するだけで大型の重機、生コ
ン車等を必要としません。また、FRP製で人力施工が可能です。

上部、桝部、下部の分割方式

従来の集水桝の場合、大雨など
で縦溝の水量が増えると小段

の部分で排水が跳ね上がり、周囲の法面が浸
食されたり本来の排水能力が損なわれること
があります。

「マスマス整流ます」を設置す
ると水流が上下２段に分割さ
れます。上部では水勢が抑制
され跳水を防止します。下部

では「マスマス整流ます」が桝の蓋として機能
するため、溢水を防止します

既設の集水桝の上にアンカー
で固定するだけ

約20％

約80％

※排水量：縦溝１５０．０（ℓ/ｓ）、小段37.5（ℓ/ｓ）
　集水面積4000ｍ2の場合、降雨強度168mm/h相当。

※左の実験動画は下記QRコードから
　ご覧いただけます。

既存標準桝 「マスマス整流ます」設置

FRPNEW 受注
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GRC 製残存型枠

溶接固定
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■寸法・重量表（参考）
縦溝サイズ
（mm）法面勾配

12-250
12-300
15-250
15-300

上部 下部桝部
参考重量（kg）

1：1.2
1：1.2
1：1.5
1：1.5

２５０×175
３００×200
２５０×175
３００×200

15
15
15
15

40
40
40
40

6
6
6
6

呼　称
（タイプ）

※現地状況に応じて製品サイズを確認後
　受注生産となります。
※寸法・重量は設計の参考としてご利用ください。




